
Makinohara City Information市政情報— 牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲
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議
会
９
月
１
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
９
月
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
田
中　
☎
（
23
）
０
０
５
０

防
災
を
日
常
に 

～「
い
つ
も
」の
暮
ら
し
が
、
地
域
を
守
る
～

地
域
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　
池
田　
☎
（
23
）
０
０
５
６

防
災

　

12
月
６
日
の
「
地
域
防
災
の
日
」
に
、

市
内
各
地
区
で
地
域
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　

訓
練
を
通
じ
て
災
害
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
、
い
ざ
と
い
う
時

に
落
ち
着
い
て
的
確
な
行
動
を
取
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

午後７時30分 同報無線や市LINE公式アカウントで訓練事前広報
●訓練事前広報　12月５日

午前６時50分 同報無線や市LINE公式アカウントで訓練実施（中止）の
お知らせ

午前９時 訓練地震発生・訓練開始「サイレン１分間吹鳴」
午前９時５分
ごろ

訓練大津波警報
同報無線と緊急速報メールで訓練警報発表のお知らせ

正午ごろ 同報無線や市LINE公式アカウントで訓練終了のお知らせ

●訓練実施日　　12月６日

　

自
分
と
家
族
の
命
は
自
ら
守
る
「
自

助
」
と
、
地
域
の
み
ん
な
で
助
け
支
え

合
う
「
共
助
」
の
取
組
を
実
践
し
、
日

頃
か
ら
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、

積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

訓
練
当
日
の
午
前
９
時
５
分
ご
ろ
に
、

携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

［
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
］

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
「
緊
急
地
震
速

報
」
や
「
津
波
警
報
」
お
よ
び
「
特
別

警
報
」、
県
や
市
町
な
ど
が
発
表
す
る

「
災
害
・
避
難
情
報
」
を
、
特
定
区
域

の
携
帯
電
話
な
ど
に
一
斉
配
信
す
る
携

帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

［
注
意
点
］

①�

メ
ー
ル
受
信
（
鳴
動
）
に
よ
り
不
都

合
が
あ
る
人
は
、
事
前
に
携
帯
電
話

な
ど
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

�

設
定
に
よ
っ
て
は
、マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で

も
着
信
音
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②�

受
信
の
可
否
、
鳴
動
音
な
ど
は
個
々

の
受
信
端
末
の
機
種
や
設
定
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
各
携
帯
電
話

会
社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

他
市
町
や
そ
の
付
近
に
い
る
場
合
に

は
、
本
市
か
ら
の
メ
ー
ル
で
は
な
く
、

他
市
町
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
牧
之
原
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

令
和
７
年
度
牧
之
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
入
は
２
６
３
億
９
９
３
９
万
１
３
０

５
円
、
歳
出
は
２
５
２
億
５
２
９
９
万

４
９
４
９
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
６
億
５
８
４
７
万
８
３
５
６

円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

令
和
８
年
度
の
４
回
目
の
補
正
で
、

２
億
７
３
２
７
万
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
４
８
億
６
４
６
８
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
社
会
体
育

施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
係
る
経
費
の

計
上
や
、
県
と
の
協
調
で
行
う
茶
業
関

係
者
に
対
す
る
茶
海
外
輸
出
等
支
援
事

業
補
助
金
の
増
額
、
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
入
学
支
援
金
支
給
事
業
交
付
金
に

係
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
予
算
措
置
を

行
い
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
３
人
の
委
員
の
う
ち
１
人
の
任
期
が

令
和
８
年
10
月
10
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
た
め
、
小お

田だ

嘉よ
し

巳み

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。任
期
は
４
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

　

令
和
８
年
11
月
15
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
次
の
３
人
が
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

４
人
の
委
員
の
う
ち
、
渡わ

た

辺な
べ

彩あ
や

子こ

さ

ん
の
任
期
が
令
和
８
年
11
月
15
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
再
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
得
ま
し
た
。
任

期
は
４
年
間
で
す
。

　

こ
の
他
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事

業
会
計
の
令
和
７
年
度
歳
入
歳
出
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て
▼
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
竜
巻
等

災
害
復
旧
復
興
支
援
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
▼
牧
之
原
市
消
防
団
第
４
分

団
１
部
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
売
買
契

約
に
つ
い
て
▼
特
別
会
計
の
令
和
８
年

度
補
正
予
算
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

小田嘉巳さん
（静波区）＊新任

平ひ
ら
井い

文ふ
み
博ひ
ろ

さ
ん

（
坂
部
区
）＊
新
任

植う
え
田た

伸の
ぶ
子こ
さ
ん

（
菅
山
区
）＊
再
任

加か

藤と
う
俊と
し
夫お
さ
ん

（
川
崎
区
）＊
再
任

渡辺彩子さん
（大沢区）＊再任

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
を

認
め
合
い
な
が
ら
「
共
生
す
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
障
が
い
に
つ
い

て
理
解
し
、
平
等
に
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
正
当

な
理
由
な
く
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
や
、

条
件
や
制
限
を
付
け
る
こ
と
は「
禁
止
」

さ
れ
て
い
ま
す
。

［
例
］

▼�

正
当
な
理
由
な
く
、
補
助
犬
の
同
伴

を
拒
否
さ
れ
た
。

▼�

飲
食
店
で
、
車
い
す
利
用
者
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
入
店
を
断
ら
れ
た
。

▼�

学
校
や
職
場
で
配
慮
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
た
の
に
配
慮
し
て
も
ら
え
な
か

　

っ
た
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務

　

日
常
生
活
・
社
会
生
活
に
お
い
て
提

供
さ
れ
る
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
障
壁
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
障

壁
を
取
り
除
く
よ
う
「
意
思
表
示
」
が

あ
っ
た
時
に
、
過
重
な
負
担
と
な
ら
な

い
範
囲
で
配
慮
を
行
う
こ
と
を
「
合
理

的
配
慮
」
と
い
い
ま
す
。

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
、
事
業

者
に
、合
理
的
配
慮
の
提
供
が
「
義
務
」

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

［
例
：
対
話
の
際
、
こ
ん
な
考
え
方
は

避
け
ま
し
ょ
う
］

▼「
先
例
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　

�

断
る
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。
個
別
の

状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

▼「
も
し
何
か
あ
っ
た
ら
…
」

　

�

漠
然
と
し
た
リ
ス
ク
だ
け
で
は
断
る

理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
や
対

応
策
は
具
体
的
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▼「
特
別
扱
い
で
き
ま
せ
ん
」

　

�

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
同
じ

よ
う
に
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
「
特
別
扱
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
」
が
暮
ら
し
や
す
さ
に
つ
な
が
り
ま
す

障
害
者
差
別
解
消
法
と
合
理
的
配
慮

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
内
木　
☎
（
23
）
０
０
７
２

福
祉

方
針
お
互
い
を
尊
重
し
、
よ
り
良
い
市
役
所
へ

市
職
員
に
対
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
大
石　
☎
（
23
）
０
０
５
１

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た

　

本
市
は
、
市
民
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
意
見
、
要
望
お
よ
び
苦
情
を
行
政
運

営
に
お
け
る
貴
重
な
意
見
と
し
て
受
け

止
め
、
誠
実
か
つ
丁
寧
な
対
応
に
努
め

ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
通
念
上
相
当
な
範
囲

を
超
え
る
要
求
や
言
動
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
人
権
お
よ
び
安
全
を
守
る
観
点

か
ら
、
組
織
と
し
て
毅
然
と
対
応
し
ま

す
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

市
民
、
事
業
者
、
利
用
者
そ
の
他
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
者
な
ど
か
ら
の

言
動
で
あ
っ
て
、
当
該
言
動
が
職
員
の

従
事
す
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情

に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る

範
囲
を
超
え
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
職

員
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

カスタマーハラスメント防止に
ご協力ください

牧之原市は、職員の人格と安全を守り、
安心して利用できる市役所を目指します

全ての人が気持ち良く利用できる窓口づくりのため、
ご理解とご協力をお願いします。

牧之原市の対応
▶対応を中止する場合があります。
▶複数の職員で対応します。
▶必要に応じて、録音・記録を行います。
▶「通話録音」の運用を開始します。（12月１日～）
▶悪質な場合は警察など関係機関へ相談・通報します。

このような行為はおやめください
▶大声・暴言・人格を否定する発言
▶威圧的な態度や脅迫的な言動
▶長時間にわたる執拗な要求・拘束
▶土下座や過度な謝罪の強要
▶�職員個人への誹謗中傷やSNSへの投稿を示唆した
脅し
▶社会通念上相当な範囲を超える要求

市ホームページ
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相
談
思
っ
て
い
る
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
問
題

交
際
中
の
恋
人
同
士
の
間
で
起
こ
る
暴
力
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

問
い
合
わ
せ　
福
祉
相
談
課　
鈴
木　
☎
（
23
）
０
０
８
６

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ（
※
１
）と
は
、
交
際
中
の
恋
人

同
士
の
間
で
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
で
、
思
っ
て

い
る
よ
り
身
近
に
あ
る
問
題
で
す
。

　

交
際
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
そ
れ
ま
で
優

し
か
っ
た
相
手
の
態
度
が
変
化
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
暴
力
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
男
性

で
も
女
性
で
も
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
、
同

性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
に
も
起
こ
り
ま
す
。

　

男
性
の
8
人
に
1
人
、
女
性
の
4
人
に
1
人

が
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
、
20
代
の
被
害

が
最
も
多
い
と
い
う
調
査
結
果
（
※
２
）
が
あ

り
ま
す
。

※
１
：�

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
行
為
の
こ
と

※
２
：�［
出
典
］
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関

す
る
調
査
（
内
閣
府
・
令
和
６
年
３
月
）

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
影
響

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
受
け
続
け
る
こ
と
で
、
夜
眠

れ
な
い
、
食
欲
が
湧
か
な
い
、
頭
痛
・
腹
痛
な

ど
体
へ
の
影
響
や
、
自
分
で
考
え
た
り
決
め
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
自
分
に
自
信
が
持

て
な
い
、
自
分
で
自
分
を
大
切
に
思
え
な
い
な

ど
、
心
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

相
談
先

　

市
で
実
施
し
て
い
る
女
性
相
談
は
、
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
だ
け
で
な
く
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
も

相
談
で
き
ま
す
。

一
緒
に
い
る
時
も
離
れ
て
い
る
時
も
、
自
分
の

こ
と
も
相
手
の
こ
と
も
、
お
互
い
の
意
見
を
尊

重
し
大
切
に
で
き
る
関
係
が
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の

な
い
関
係
性
で
す
。

　

一
人
で
悩
ん
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
友
だ
ち
か
ら
相
談
さ
れ
た
時
も
、

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

▼�

内
閣
府  

男
女
共
同
参
画
局（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

▼
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８は

０れ

０れ

８ば

▼
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
４
（
２
８
６
）
９
２
１
７

▼�
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

▼�

市
福
祉
相
談
課
こ
ど
も
家
庭
係（
女
性
相
談
）

［
さ
ざ
ん
か
２
階
］ 　
☎
（
23
）
０
０
８
６

内閣府
ホームページ

あざれあ
ホームページ

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544Makinohara City Information市政情報—

福
祉
地
域
全
体
の
見
守
り
と
早
期
発
見
が
重
要

高
齢
者
と
障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
る

問
い
合
わ
せ　
長
寿
介
護
課　
永
田
・
良
知　
☎
（
23
）
０
０
７
６

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
地
域
全
体
で

見
守
り
、
支
援
で
き
れ
ば
健
や
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
万
が
一
の
虐
待
か

ら
も
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
り
ま
す

［
身
体
的
虐
待
］
暴
力
を
振
る
い
、
体

に
傷
や
痛
み
を
負
わ
せ
る
こ
と
。
身
動

き
が
取
れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と

［
心
理
的
虐
待
］
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・

態
度
で
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

［
経
済
的
虐
待
］
本
人
の
同
意
な
し
に

財
産
や
年
金
、賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。

理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

［
ネ
グ
レ
ク
ト（
介
護
や
世
話
の
放
棄
）］

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な
ど
の

世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
心
身

を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と

［
性
的
虐
待
］
無
理
や
り
（
ま
た
は
同

意
と
見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

虐
待
と
な
る
要
因

　

家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス
や
経
済
的
な
困

難
、
精
神
的
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。
特
に
認
知
症
や
精

神
疾
患
を
抱
え
る
人
々
に
対
し
て
、
そ

の
病
状
や
行
動
の
背
景
に
あ
る
理
由
を

理
解
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
介
護
者
は

適
切
な
対
応
が
で
き
ず
ス
ト
レ
ス
が
生

じ
て
、
虐
待
行
為
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

介
護
し
て
い
る
人
は
、
悩
み
や
心
配

事
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
専
門
機
関
や
相
談
窓
口
を
上
手
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
気
付
き
と
通
報

　

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早
期
発

見
が
重
要
で
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
見
守

り
が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
だ
け
で
な

く
虐
待
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
が
抱
え

る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
通
報
者
名
と
内
容

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
虐
待
を
発
見
し

た
時
や
「
虐
待
か
も
」
と
い
う
疑
い
を

持
っ
た
時
に
は
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

［
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談
・
虐

待
の
通
報
先
］
長
寿
介
護
課　

地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係　

☎（
23
）０
０
７
６

［
障
が
い
者
に
関
す
る
相
談
・
虐
待
の

通
報
先
］
社
会
福
祉
課　

障
害
者
支
援

係　

☎（
23
）０
０
７
２

［
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談
］

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
が
ら

　

☎
（
53
）
１
９
０
０

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ー
ブ

　

☎
（
22
）
８
８
２
２

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ん
い
く

　

☎
（
23
）
３
６
０
０

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

虐
待
が
起
き
る
前
に
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

問
い
合
わ
せ　
福
祉
相
談
課　
今
村　
☎
（
23
）
０
０
８
６

子
育

　

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
毎
年
11
月
に

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
、家
庭
や

学
校
、
地
域
な
ど
の
社
会
全
般
に
わ
た

り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い
関

心
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

児
童
虐
待
防
止
の
広
報
・
啓
発
活
動
に

集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
に
よ
る
啓
発
、

市
内
商
店
で
の
街

頭
啓
発
を
実
施
予

定
で
す
。

児
童
虐
待
と
は

　

虐
待
に
は
い
く
つ
か
の
形
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
「
し
つ
け
」
の
名
の
下

で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
全

て
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
妨
げ
る

行
為
で
す
。

［
身
体
的
虐
待
］
殴
る
、蹴
る
、強
く
揺

さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る　

な
ど

［
心
理
的
虐
待
］
暴
言
を
浴
び
せ
る
、

無
視
す
る
、
子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
振

る
う　

な
ど

［
ネ
グ
レ
ク
ト
］
ご
飯
を
与
え
な
い
、

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
長
時
間
放

置
す
る　

な
ど

［
性
的
虐
待
］
子
ど
も
に
性
的
な
行
為

を
す
る
・
見
せ
る　

な
ど

虐
待
が
起
き
る
前
に
、
市
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　

子
育
て
中
、気
軽
に
相
談
で
き
る
所

が
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
す
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
市
職
員
が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
切
れ
目
の
な

い
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

虐
待
が
起
き
る
前
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
が
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
妊
娠
や
出
産
、
乳
幼
児
期
の
健
康
な

ど
に
関
す
る
相
談
］
健
康
推
進
課　

母

子
健
康
係　

☎
（
23
）
０
０
２
７

［
家
庭
や
子
育
て
、Ｄ
Ｖ
、貧
困
に
関
す

る
相
談
］
福
祉
相
談
課　

こ
ど
も
家
庭

係　

☎
（
23
）
０
０
８
６

［
子
ど
も
の
発
達
支
援
に
関
す
る
相
談
］

福
祉
相
談
課　

こ
ど
も
未
来
係

☎
（
23
）
０
０
８
３

気
付
い
た
時
は
迷
わ
ず
相
談
を

　

児
童
虐
待
の
防
止
は
、
社
会
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

「
も
し
か
し
て
虐
待
か
も
」
と
感
じ
た

ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル
」　

☎
１
８
９
（
通
話
料
無
料
）

［
静
岡
県
中
央
児
童
相
談
所
］

☎
０
５
４
（
６
４
６
）
３
５
７
０

児童虐待防止の
シンボルマーク
「オレンジリボン」

子
育

「好きなんだけど辛い」    ～こんな行動を「されたり」「したり」していませんか～
次の項目に一つでも当てはまったら、二人の関係について考えてみましょう。

【精神的暴力】
□  大声で怒鳴ったり、脅したりする
□ � 相手を傷付けたり、ばかにしたりするような言葉を使う
□  「別れるなら死ぬ」と脅かす
□  いつも交際相手を最優先しないと怒る
□  �電話やメール、SNSなどで行動を監視し、束縛する
□  何かあるといつも自分のせいにされる

【身体的暴力】
□  殴る、たたく、蹴る
□  髪を引っ張る
□  物を投げ付ける
□  首を締める
□  たたくふりをする
□  壁に押し付ける

【経済的暴力】
□  貸したお金を返してくれない
□  無理やりお金を払わせる
□  デート代をいつも払わせる
□  アルバイトを強制的に辞めさせる
□  高額なプレゼントを要求し貢がせる

【性的暴力】
□  キスや性行為を強要する
□  �性行為を断ると不機嫌に
　  なる
□  ちゃんと避妊をしてくれない
□  裸や下着姿の写真を撮る

▲若い年代向けの「デート
　DV防止パンフレット」は、
　あざれあホームページ
　から閲覧できます。

▲�女性に対する
あらゆる暴力
の根絶を訴え
るシンボル
マーク「パー
プルリボン」
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